
第４回地域医療構想調整会議 資料○ 

 

病床機能選択の目安（案） ～定量的基準「静岡方式」～ 

 

○本資料は、地域医療構想アドバイザーの小林特任教授に作成いただいた、

本県における定量的基準（＝静岡方式）の案です。 

 

○静岡方式のポイントとして、次のことを目指したものと伺っています。 

・病院職員の事務的負担を減らすこと 

・簡単に判断できる目安とすること 

・まずは「高度急性期」「急性期」をある程度整理すること 

・静岡方式が他の都道府県でも応用可能なこと 

・あくまで裁量権を残した「目安」であること 

 

○県としても、来年度の病床機能報告に向けて、皆様の意見を伺いながら

定量的基準の考え方を整理していく予定です。 

 

 


